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公道を走れない大型重機はトレーラーに
乗せて現場に持ち込みます。
輸送する様子を見たい方はYouTubeで！

アーティキュレートダンプトラック（４０t級）
通常の工事で使用している10tダンプに対して、

一度に約4倍の土砂を運べるんですって！
たくさんの土砂を載せて作業効率アップ(^_^)
燃費は軽油1Lあたりなんと400m！

超激レアな重機！見るなら今がチャンスです。

自走式スクリーン
掘削土の中から盛土に適した土砂をその
場で選別できる機械です。これにより土砂
を有効活用することができます。

掘削が始まります樹木の伐採と搬出

↓子吉川が流れています

↓子吉川が流れています３年前…

今回、私たちは鳥海ダム工事の中で、今、最も変化している熱い現場、『右岸上部掘削整備
工事』を見学してきました。この工事は、ダム本体の右側に位置しており、斜面をおよそ24万
㎥の掘削を行う作業と、その斜面をコンクリートや植物で保護する作業を行っています。また、
掘削で発生した大量の土砂は、盛土材料などとして活用しています。
現場では、見たこともない大きな重機や機械が大活躍！全長１１ｍの大型重機の迫力を感じ

たり、工事を受注されている西松建設さんに工事の状況や様子など、詳しく説明していただい
たり、とても楽しく勉強してきました(^-^)/これから法体の滝が紅葉に染まります。皆さんも
紅葉狩りのついでに展望所にも足を運んでみてはいかがでしょうか。

ダム本体

大型油圧
ショベル
・アーム部分
・本体
・キャタピラー
に分けて
運び込み
ますよ。

掘削した斜面を格子状の
コンクリート（吹付法枠）などで保護します

変化する右岸上部の様子

2021.7.2 2022.6.28

直径はおよそ180cm！
トレーラーのタイヤとくらべると
その大きさがよくわかりますね

現場で働く大型重機・特殊な重機

大型ブルドーザ
この大きなブルドーザにはリッパー（爪）が
付いていて、固い岩盤を砕いて掘ることがで
きます。

掘削して落とした土を
たくさんの重機が
運び出しています

安全第一！はもちろん
「妥協なき安全活動」を
現場モットーに、現場管
理に日々取り組んでいる
そうです。

お忙しい中、
丁寧に楽しく説明してくださいました。
ありがとうございました！(*’-’*)
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安全・安心の子吉川に抱かれて、より豊かに暮らせる、わたしたちの郷土のために。

鳥海ダム建設事業の流れ
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新米のおいしい季節になりましたね。一時は全国的な米不足で、市内のスーパーでも売り切れになって
いる場面を何度か見かけましたが、それも改善されているようです。お米といえば、稲は１つの穂に小さ
な白い花をたくさん咲かせますが、ひとつひとつの花の寿命は２時間ほどしかないそうです。今年はその
時期を過ぎてしまい見られなかったのですが、来年はぜひ見てみたいと思います。

だんだんと寒くなってきました。季節の変わり目は体調を崩しやすいので、睡眠を十分にとり、暖かく
してお過ごしください。

9月7日 畑中喜右衛門慰霊祭が行われました
～ 子吉川の河川改修に尽力した偉人の慰霊祭 ～

由利本荘市吉沢地内にある「畑中喜右衛門碑」前において慰霊祭が行われました。

滝沢郷の名主、畑中喜右衛門は、子吉川の洪水の度に吉沢集落の田畑が侵食、家屋敷等が危険にさ

らされるため、河川改修を何度も代官所に訴えました。代官はこれを強訴とし、農民扇動の罪で万治元

年（1658年）９月７日に打ち首の刑に処しました。死に際して畑中は、「我亡き後も霊魂はここにとどま

り、必ず川の流れを変えるであろう」と予言したと言われています。その後、豪雨が襲い川は氾濫し、つ

いには川の流れが変わって現在のようになり、一帯の新田開発が進んだとされています。

慰霊祭は毎年この命日に行われており、鳥海ダム工事事務所からは調査設計課長が、秋田河川国道

事務所からは子吉川出張所長が出席し、由利本荘市からも職員が参列して、しめやかに行われました。

期成同盟会２団体による要望会が行われました！
～ 鳥海ダムの早期完成を要望～

要望書の受領

令和６年９月２７日に鳥海ダム工事事務所において「子吉川治水期成同盟会」及び「鳥海ダム建設促

進期成同盟会」（会長：いずれも由利本荘市長）による要望会が行われました。

出席者紹介の後、由利本荘市の湊市長から鳥海ダム工事事務所の沢田事務所長に要望書が手渡され

ました。

席上、湊市長から７月の豪雨をはじめとする頻発する水災害や

近年の気候変動に備え、地域住民が安全で安心な生活ができるよ

うに、鳥海ダム建設事業に必要な予算を確保し、鳥海ダムの

早期完成を願っていることや、鳥海山・飛島ジオパークに加え

て鳥海ダムが新たな観光資源として大きな役割を果たすものと

期待していること、などのお話がありました。

YouTubeＸ鳥海ダムWEBサイト


